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演
者
ら
は
こ
れ
ま
で
に
当
学
会
な
ら
び
に
日
本
東
洋
医
学
会

に
お
い
て
、
刺
絡
に
関
す
る
発
表
を
重
ね
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
「
刺
絡
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
潟
血
療
法
の
こ
と
で
、

我
が
国
独
自
の
名
称
で
あ
る
。
中
国
で
は
「
刺
血
」
あ
る
い
は

「
放
血
」
、
ま
た
「
内
経
」
に
は
「
絡
刺
」
な
ど
と
あ
る
。
で
は
、

い
つ
の
頃
よ
り
潟
血
の
代
名
訶
と
し
て
「
刺
絡
」
と
い
う
言
葉

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
調

査
し
て
き
た
上
で
の
認
識
で
は
、
お
お
よ
そ
荻
野
元
凱
「
刺
絡

編
」
（
一
七
七
二
あ
た
り
か
ら
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
三
輪
東
朔
『
刺
絡
聞
見
録
」
二
八
一
七
）
な
ど
諸
々
の
医

書
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
「
臨
床
針
灸
古
典
全
書
」
（
オ
リ
エ
ン
ト
出

版
社
、
一
九
八
八
）
に
収
録
さ
れ
る
、
安
土
・
桃
山
か
ら
江
戸

中
期
ま
で
に
成
立
し
た
医
書
を
対
象
に
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

36

「
刺
絡
」
の
名
称
に
関
す
る
考
察

友
部
和
弘
・
小
曽
戸
洋

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部

以
下
に
潟
血
の
記
述
が
見
い
出
さ
れ
た
書
の
、
書
名
、
成
立

年
・
条
文
を
示
す
。

①
「
古
今
集
針
法
」
（
一
六
一
三
頃
）
「
心
痛
…
鼻
尖
二
及
針

ヲ
サ
シ
テ
血
ヲ
出
ス
…
」
「
月
腫
…
眉
ノ
マ
ン
中
…
曲
沢
…
大
椎

…
針
ニ
テ
血
ヲ
出
七
」
「
痘
疹
…
委
中
…
血
ヲ
出
ス
」
②
「
雲
海

士
流
之
書
」
（
一
六
○
七
）
「
曲
沢
…
血
ヲ
出
ス
ニ
…
手
痛
…
」

「
頭
痛
…
胴
命
…
青
筋
血
ヲ
出
ス
…
」
「
立
事
ナ
ラ
ヌ
人
…
合
陽

…
可
出
血
」
③
『
広
狭
神
倶
集
」
〔
一
八
一
九
。
本
書
は
『
針
倶

集
」
（
一
四
六
九
～
八
六
頃
）
に
石
坂
宗
哲
が
校
注
を
付
し
た
も

の
〕
「
血
を
取
る
」
「
血
を
潟
す
」
「
潟
血
」
「
血
を
去
る
」
④

『
扁
鵲
新
流
針
書
」
（
一
六
○
七
頃
）
「
中
風
…
百
会
肩
井
曲
池
手

ノ
三
里
…
血
ヲ
出
ス
…
」
「
難
産
…
手
足
ノ
大
指
ノ
内
角
ヲ
三
稜

針
一
一
テ
ー
分
刺
ス
也
」
「
口
中
ノ
事
：
・
病
歯
グ
キ
．
：
針
ニ
テ
刺
シ

ト
ヲ
シ
…
血
ヲ
取
ル
…
強
ク
痛
ム
ニ
ハ
…
喉
ノ
内
…
血
ヲ
ト
ル
」

⑤
『
針
科
発
揮
」
二
六
八
八
頃
）
「
出
血
」
「
絡
刺
者
経
言
官
針

篇
刺
小
絡
之
血
脈
也
」
⑥
『
針
灸
五
蕊
抄
」
（
一
七
四
五
）
「
目

疵
少
商
出
血
…
」
「
口
舌
生
瘡
．
：
合
谷
甚
則
各
取
血
」
「
咽
喉
腫

痛
…
少
商
取
血
」
（
本
書
に
は
上
記
ほ
か
、
四
十
数
箇
所
の
記
述

が
あ
り
、
い
づ
れ
も
「
取
血
」
と
あ
る
。
ま
た
大
半
が
「
甚
則
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取
血
」
と
あ
り
激
症
に
使
わ
れ
て
い
る
）
⑦
『
針
灸
燈
下
余
録
」

二
七
六
九
）
「
海
泉
…
類
経
図
翼
云
在
舌
下
中
央
脈
上
主
治
消

渇
針
出
血
」
「
金
津
玉
液
…
舌
下
両
傍
ノ
紫
脈
上
針
出
血
…
」
③

『
灸
譜
」
（
江
戸
中
期
）
「
百
会
…
三
稜
針
出
血
」
「
尺
沢
…
宜
刺

是
穴
而
出
血
…
」
⑨
『
針
学
発
蒙
訓
」
（
一
七
六
三
「
頭
痛
…

苦
痛
甚
ハ
三
稜
針
ヲ
以
刺
シ
熱
血
ヲ
去
り
…
朝
鮮
三
稜
針
良
」

⑩
「
巻
懐
灸
鏡
」
二
七
六
六
）
「
尺
沢
…
患
庁
瘡
青
筋
針
此
穴

出
黒
血
立
愈
…
」
⑪
『
日
用
之
針
法
」
（
一
六
二
三
「
瘡
毒
…

尺
沢
…
針
ニ
テ
血
ダ
ス
」
「
重
舌
：
・
舌
ノ
下
ニ
ァ
シ
キ
筋
ア
リ
針

ニ
テ
血
ヲ
ダ
ス
」
⑫
『
杉
山
真
伝
流
表
之
巻
（
異
本
）
」
（
江
戸

前
期
）
「
顧
門
取
血
」
「
委
中
取
血
」
「
血
絡
刺
予
按
絡
絡
閉

塞
須
用
硬
針
疏
通
」
「
舌
瘡
…
手
小
指
尖
爪
甲
際
表
中
取
血
立
効

列
血
取
血
」
「
痘
瘡
…
委
中
尺
沢
…
以
三
稜
針
切
其
筋
出
血
則
…
」

「
乳
蛾
十
宣
穴
用
三
稜
針
取
血
甚
妙
也
」
⑬
言
王
治
針
法
」

（
一
六
七
七
）
「
委
中
…
コ
ノ
ヶ
ッ
針
サ
シ
テ
血
ヲ
ト
ル
コ
ト
ヲ

主
ト
ル
」
⑭
一
十
四
経
穴
治
法
」
二
六
八
四
）
「
委
中
…
大
風

髪
眉
陪
落
二
刺
之
血
ヲ
出
シ
テ
髪
出
ス
」
⑮
一
合
類
針
奇
貨
」

二
六
七
九
）
「
重
舌
ノ
下
両
辺
紫
筋
ョ
リ
血
ヲ
イ
ダ
ス
」
⑯

『
針
灸
要
歌
集
」
（
一
六
九
三
）
「
砥
針
ハ
…
月
腫
ノ
血
ヲ
取
ル

時
、
ケ
ン
ベ
キ
ノ
血
ヲ
ト
ル
…
。
邪
気
ア
ッ
マ
リ
テ
、
痛
ミ
ヲ

ナ
ス
時
、
此
針
ヲ
刺
テ
血
ヲ
抜
也
奇
験
ア
リ
」

以
上
の
よ
う
な
条
文
が
得
ら
れ
た
。
潟
血
治
療
を
示
す
言
葉

と
し
て
は
「
血
ヲ
出
ス
」
「
出
血
」
「
血
を
取
る
」
「
血
を
潟
す
」

「
潟
血
」
「
血
を
去
る
」
「
三
稜
針
ニ
テ
刺
ス
」
「
取
血
」
な
ど
で

あ
り
「
刺
絡
」
の
文
字
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
当
療
法

を
「
内
経
」
で
は
「
絡
刺
」
、
ま
た
杉
山
流
に
お
い
て
は
「
血
絡

刺
」
と
し
て
い
る
。
当
然
、
今
回
の
調
査
を
も
っ
て
結
論
付
け

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
刺
絡
」
と
い
う
日

本
独
自
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
一
応
、
考
察
を
加
え
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
刺
絡
関
連
の
調
査
に
お
い
て
も
本
件
に

つ
い
て
は
常
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。


